
◆大阪ＶＭＡＴ（おおさかブイマット） ってなに？

平常時には災害に備える知識の普及を、災害時には被災動物の診療や

相談、復旧・復興のための協力支援をするボランティア組織です。

◆災害時、飼育動物とともに避難できないために自宅や車内にとどまり、

危険にさらされる被災者がいます。

◆動物を連れた被災者への支援はペットを守るためではありません。

ペットの救済は飼い主の救済であり被災者全体への支援につながります。

◆どんな人たちが活動してるの？

公益社団法人大阪府獣医師会の動物救護等対策委員会が中心となり

獣医師と、愛玩動物看護師、アニマルケアスタッフが活動しています。

ＶＭＡＴの活動は皆さまからの寄付と隊員の自己負担で行っています。

◆我が家には動物がいないけど？

動物を飼養していない人も、災害時の緊急避難所では、様々な動物と

一緒になることが考えられます。

環境省の「人とペットの災害対策ガイドライン」には、飼育動物を連

れて避難することが掲げられています。

動物を飼育している人に、あらかじめ準備が必要であることを伝えて、

このリーフレットをお渡しいただくことも、災害への大切な準備だと考

えています。
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※過去の災害では、特殊なものを除き、ドックフードや飲料水、ペット
シーツや猫砂などの支援物資は、比較的早い段階で避難所に届きました。
非常袋にたくさんのものを詰め込むと、いざ避難となった場合に、逃げ
遅れる可能性もあります。
準備したあと、自分が持って逃げられる重さに再調整しましょう。

セルフチェックシート
～準備はできていますか？～
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